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日比義也コレクション追加寄贈資料について
山　田　麻里亜
早稲田大学會津八一記念博物館が所蔵する日比義也コレクションは、日本・中国の盆石を主題とする書画からな
る作品資料群である。日比義也氏は鉄道会社運営のかたわら、盆石書画の蒐集・研究を続けてこられた愛石家であ
る。この稀有なコレクションは、日比氏が長年に渡って蒐集されたものであり、愛石文化研究において非常に貴重
な存在である。
2017年、日比氏はそのコレクション80点余りと関連書籍一式を当館にご寄贈くださり、それを記念して2018年
には企画展「日比義也コレクション受贈記念　石を愛でる―盆石書画の世界―」が開催された（註１）。そしてさら
に2019年、書画７点、漢籍１点（葉昌熾『語石』10巻４冊、宣統元年〈1909〉刊）、書籍１点が本コレクションに
新たに加わることとなった。本稿では、これらの追加寄贈資料のうち書画について紹介し、愛石研究の一助とした
い。なお、落款印章のうち確定できない字は四角で囲んで表記した。
①　田崎草雲筆《湖石図》（図１）　紙本墨画淡彩　22.7×14.4㎝　19世紀
田崎草雲（1815～98）は幕末から明治にかけて活躍した文人画家・下野国足利
藩士である。金井烏洲（1796～1857）、加藤梅翁（生没年不詳）、春木南溟（1795
～1878）らに画を学び、谷文晁（1763～1840）、渡辺崋山（1793～1841）の画風を
慕ったという。
本作は小さな画面に太湖石を簡略な筆致で描いた作品である。太湖石は墨と淡
い彩色でもってあらわされ、墨の濃淡を使い分けることで石の複雑な造形を表現し
ている。箱書には蓋表に「艸雲先生湖石図」、蓋裏に「翠雲鑑」とあり、草雲の弟
子・小室翠雲（1874～1945）の極書きが付される。
【落款】款記：「片石補天餘草雲生冩于蓮岱畫屋」　印：「艸雲」（朱文円印）
遊印：「無 唫徒」（朱文方印）
②　井本竹雨筆《高士観瀑図》（図２）　絹本著色　130.5×41.4㎝　大正６年（1917）
井本竹雨（1871～？）は姫島竹外（1840～1928）に学んだ日本画家である。本作は竹林の中の瀑布とその傍ら
で寛ぐ高士を描いた作品である。画面中央に奇岩が聳え立ち、重厚な存在感を放っている。款記には「孟浩然詩
意」と記され、本作が中国盛唐の詩人・孟浩然（689～740）の詩意をあらわしたものであることが分かる。
本作の箱書には「竹雨筆着色絹本高士観瀑之図」とあるが、井本竹雨と同時代に活躍した日本画家に生島竹雨
（1898～1943）という人がおり、あるいは生島竹雨の作の可能性も想定されるだろうか。筆者は現時点でそれを
判断するだけの知識・材料を持ち合わせていないため、今後検討を重ねていきたい。
【賛】（／は五言律詩の改行箇所）
関防印：「公直无杌」（朱文長方印）
図１　田崎草雲筆《湖石図》
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図２　井本竹雨筆《高士観瀑図》 図３　大窪詩仏筆《蘭竹石図》
図４　巌谷一六筆《盆石画讃　芳茗一煮裡》 図５　田中案山子筆《岩に四君子図》
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阮籍推名飲／清風満竹林／半酣下衫袖／
拂拭龍唇琴／一杯弾一曲／不覚夕陽沈／
予意在山水／聞之諧夙心
款記：「丁巳歳旦寫孟浩然詩意竹雨生」　印：「丕帚」（白文方印）、「竹雨」（朱文方印）
遊印：「但得琴中趣何勞絃上聲」（朱文方印）
③　大窪詩仏筆《蘭竹石図》（図３）　絹本墨画淡彩　97.5×32.0㎝　19世紀前半
大窪詩仏（1767～1837）は江戸時代後期の漢詩人である。市河寛斎（1749～1820）に詩を、山本北山（1752～
1812）に儒学を学んだという。江戸・神田お玉ヶ池に詩聖堂を構え、江戸詩壇の中心人物として活躍した。
本作は蘭と竹に奇石を描いたもの。蘭や竹と石の組み合わせは文人たちに好まれた画題である。濃淡の異なる墨
でもって竹をあらわし、蘭と石には墨に加えて茶で彩色が施される。
【落款】款記：「詩佛老人大窪行」　印：「大窪行印」（白文方印）
④　巌谷一六筆《盆石画讃　芳茗一煮裡》（図４）　紙本墨画淡彩　138.6×33.2㎝　19世紀後半～20世紀初
巌谷一六（1834～1905）は明治時代の政治家・書家である。内閣書記官、元老院議官、貴族院議員書などを歴
任する一方で、書を中沢雪城（？～1866）、楊守敬（1839～1915）に学んで独自の書風を確立した。
画面中央に水分を多く含んだ墨でもって盆石を描き出す。細長くもずっしりとした造形が印象的な奇岩である。
盆石の背後には盆栽も描かれ、複数の盆栽・盆石が並ぶ光景から一場面を切り取って描いたものと想像される。
賛にある「芳茗」とは香りの良い茶のこと。また、「凉（涼）風」とは夏の終わりに秋の訪れを告げて吹く涼し
い風を意味する。本詩は、晩夏に茶を煮出して客人を迎える情景を詠っているのであろう。
【賛】（／は五言絶句の改行箇所）
関防印：「古某軒」（朱文長方印）
芳茗一煮裡／清談塵
埃外／騒客相与来／凉風
以床上
款記：「一六居士戯」　印：「巖谷修印」（白文方印）、「誠氏卿」（朱文方印）
⑤　田中案山子筆《岩に四君子図》（図５）　紙本墨画著色　126.5×30.7㎝　20世紀
田中案
あん
山
ざん
子
し
（1906～70）は昭和時代に活躍した日本画家である。田中以知庵（1893～1958）に画を学び、新興
美術院の結成に参加した。
四君子とは梅・竹・蘭・菊のこと。この４つの植物はその気品の高さから君子にたとえられ、中国や日本におい
て好まれて描かれた。本作は奇岩を中心として、それを取り囲むように四君子を配する。高潔さをあらわす画題で
ありながら、どこかほのぼのとした可愛らしさも感じられる作品である。
【落款】款記：「在於南窗菴中」　印：「案山子」（朱文方印）
遊印：「南窗盦」（白文方印）
⑥　江雪宗立筆《石之讃》（図６）　紙本墨書　27.2×52.2㎝　正保２年（1645）
江雪宗立（1595～1666）は江戸時代前期の臨済僧である。沢庵宗彭（1573～1645）、江月宗玩（1574～1643）
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に師事し、後に大徳寺住持となった。
本作は江雪が大徳寺181世となった翌年の正保二年（1645）５月、「好事之徒」から彼の元に持ち込まれた奇石に
ついて記したものである。石に名を付けその記を書してほしいと所望された江雪は、初めあまり乗り気ではなかっ
たものの、思いがけずその石がすばらしいものであったのため、「庐（廬）瀑」と名付けた。それは石の二つ峯か
ら白い模様が引かれており、あたかも廬山の滝のように見えるからであったという。17世紀半ばの愛石文化の一端
を伝えてくれる貴重な作例である。
【賛】好事之徒寄奇石一
箇来乞作之名之記候
者所予不能也雖然
恁磨強而所責不
獲揶揄目焉以庐
瀑其故何耶両峯
揄白而恰相似布水
也矣因賦短偈一章
以代之銘云
意足何求
三千丈瀑
石兮ヽヽ
庐山面目
款記：「正保二乙酉夏五上旬日／津陽繋馿橛子書」　印：「江雪」（白文長方印）、「宗立」（白文方印）
⑦　奥田三角筆《雲帯石假山記》（図７）　紙本墨書　26.8×37.6㎝　宝暦11年（1761）
奥田三角（1703～83）は江戸時代中期の儒学者である。伊藤東涯（1670～1736）に師事し、伊勢国津藩に仕え
たという。
本作は三角が志摩国答志八幡（現 三重県鳥羽市答志島）を訪れた際に手に入れた石について記したものである。
その石は青白く、高さ二寸、長さ七寸ほどであった。持ち帰って「雲帯」と名付けたが、それはその石が廬山に浮
かぶ白雲を想起させるものであったことに由来するという。東涯の弟で儒学者の伊藤蘭嵎（1694～1778）と嘗て
隠岐を遊歴したが、その際もこの石に心を寄せたといい、「雲帯石」に対する三角の深い愛着のほどが窺える。
【賛】関防印：「夜欠簷雨」（朱文長方印）
　雲帯石假山記
今茲首夏族叙竹亭丈遊于志州獲
青白石於答志八幡山麓高二寸餘径
称之横長七寸厳然一假山矣携帰盆
之日夕興再遊之或問名於余命以雲帯
取之於廬山白雲如山帯其景致可
以想像焉余嘗与蘭嵎藤子遊于者
距今殆四十矣隠岐之観歴々在
図６　江雪宗立筆《石之讃》
図７　奥田三角筆《雲帯石假山記》
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目亦寓心於此石云
款記：「辛巳仲冬三角士亨誌」　印：「士亨之印」（白文方印）、「嘉甫」（朱文方印）
以上、日比義也コレクション追加寄贈資料について紹介した。本稿では主に近代以前の日本・中国の愛石文化に
関する作品資料を中心に取り上げたが、石は現代でもなお私たちを魅了し続けている。筆者の周りの石好きたち
に、彼らが石を愛する所以を尋ねてみると、偏に「石が好き」と言ってもその理由は様々のようだ。大きな岩石
の雄大さに惹かれる者、小さい石の可愛らしさを愛でる者、色や模様に魅せられた者、特異な造形美の虜になった
者、その楽しみ方は十人十色である。
本コレクションの作品資料を見てみれば、古から現代に至るまで、愛石家たちが石に注いできた溢れんばかりの
愛情を感じ取ることができる。愛石文化の魅力を存分に伝えてくれる貴重な作品資料をご寄贈くださった日比義也
氏に改めて謝意を表するとともに、その芸術的・学術的価値が今後ますます注目されることを期待したい。
註
⑴　『日比義也コレクション受贈記念　石を愛でる―盆石書画の世界―』　早稲田大学會津八一記念博物館　2018年
【挿図典拠】
図１〜７　筆者撮影

